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49．理 化学研究所普 及部図 書・発表 課，埼玉 県和 光市広 沢 2一ユ，

　　　 電話 048S （62）1111 （代）

〔蔵 　　書〕　 科学技 術全 般 ， 図書 44，000 冊，逐 次 刊 行物 950種

〔閲覧利用 〕　
一

般，複写，閲覧時聞 9：00〜17：00

50．阪神高速道路公団， 大阪市東区 瓦町 5−71 瓦 町 ピル 内 ，

　　　 電話 06（202）8671

〔蔵 　　書〕　 法律 ・土木技術 ・経理 実務関係，図書 5，050冊，逐次刊

　 行物 150種
〔閲覧利用 〕　

一
般 限 定

51．富士 通 フ ァ コ 厶 コ ン ピニータ ーサ ロ ン ， 千代 田 区霞 ケ 関 3−12−5，
　　　 霞 ケ 関 ビル 12階
0蔵 　　書〕　 電 子計 算 機関 係図書 3，700 冊

〔閲覧利用〕　
一般，複写 ， 閲覧時 間 9：0 〜17 ：30

〔サ ービス 〕　 レ フ ァ レ ン ス 電話，文書可

〔刊 行 物〕 サ ロ ン ニ
＝
一

ス
， ラ イ ブ ラ リーリス ト

52．北海 道開発局資料，札幌市 中央区 北三 条西 4　合 同庁舎 ，

　　　電話 011（231）ユ151 （代）

〔蔵 　　書〕　 北海道開発お よ び地域開発関係の 資料，図 書 7，120 冊，
　 逐次刊行物 130種
〔閲覧利用〕　

一般，複写，閲 覧時間 9：00〜17：00

〔刊 行 物〕　 資料 目録

53．北海道開 発局 土 木試験所企 画 課調査係 図 書室　札 幌 市 豊平区 平 岸

　 　　 電話 OU （841）1111（代）

〔蔵　　書〕　 北海道開発に必 要な 土木関係資料， 図書 13，300冊 ， 逐

　 次 刊行物 440種

〔閲覧利 用〕　 都外者の 利用 ， 条件付， 閲覧時 間 9：00−−17：0 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原稿受 理 　1972．11．14）
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地盤沈下をお さえた上海の真空注水工法
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　中国雑誌社発行の 「人民中国」 8 月号に ， 上 海 は どの よ

うに して 地 盤沈下を お さえ た か ， とい う座談会の 記事が載

っ て い る 。 そ し て こ の 記事 の は じめ に ，
「東中国海沿岸 の

都市上海は 中国最大 の 工 業都市 で あ る 。 資料 に よる と， 上

海 の 地盤 は，1921年 か ら毎年沈下 し ， 1965 年に は ， もっ

と もひ どい 地区で は 2，370mln 沈下 した 。

　だ ボ，1966年か ら地盤の 沈下 は とまっ た 。 それだけ で な

く， 1971年 セこは 逆 に 16mm 上 昇 した 。
一・・」 とあ る 。

　 こ の 座談会の 出席者の 1 人 で あ る李宝興さん 。 （上海市

水文地質大隊副技師長）は，1970年 4 月わボ国の 「土木学

会誌」 に 載 っ た 東京 の 地 盤沈下 に つ い て の 論文を 引用 し て

い る とこ ろ をみ る と， か な り以前か ら東京江東区 の 地盤沈

下 に つ い て 関心 を よせ てい た 様子が うか がえ る 。

　 も っ と も 1962年に はすで に 少数 の 専門家 ｝こ よ る 地盤沈

下 の 「10大要因」 の 検討が な され て い る し
， そ の 中で 海面

の 上昇，高層建築の 圧力 ， 天然ガ ス の 利用 ， 新ら しい 地殻

の 運動 ， お よ び 大量 の 地下水 の 汲み 上 げ な どが それ で あ る

と指摘して い る。

　結局この 座談会で は ， 地 下水 を使用 しな ぷ ら地 盤 の 沈下

を お さ え る方法 と して 真空 注水工 法 とい う作業方法 を 創造

し， これが成功 した と報 じて い る 。

　私に と っ て こ の 記事ボ 印象的 で，去 る 9月 28 日の 田中首

相 らに よ る 日中復交共同声 明に 或 る 種 の 感懐を お ぼ え な 淤

ら， さっ そ く上海市 に 住む私 の 友人 ， 刻君に こ の こ とを便

りした 。

　 2 週間 ほ ど経 っ て 刻 君 か ら の 返 信 が 届 い た。もち ろ ん 中

国文で書い て ある が ， 毛主席の い わ れ た 「調査な くして 発

言権な し」 の 作風 に 基づ い て ， これ ま で の 調査は並 々 な ら

ぬ 労苦 が あ っ た こ と ， そ して 幹部，専門技 術者，現場労働

者 の い わ ゆ る三 結合の 成果である と誇ら しげ に 語 り，最後

に 好健康，生活偸快，と結 ん で 近況を伝え て きた 。

　ぜ ひ 1度 上 海市 を 訪れ ， 地 盤 沈下 を お さ え た 真空 注水 法

を見聞 した い もの で あ る 。

　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　 （原 稿受理 　1972．11．13）
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